
「ファッションとごみ減量～持続可能なファッションに

チェンジ！～」をテーマに、SDGsの視点から衣類ごみ

を減量していくことの必要性を市民（44名参加）と一緒

に考えました。今回も、コロナ対策で会場人数を制限し

ましたが、動画をホームページで公開し、多くの方に見

ていただけるよう工夫しています。（令和5年3月開催）

第7回ごみ減量ポスターコンクール

市民・事業者・行政が一体となって、ごみ減量活動を推進していくための枠組み

「札幌ごみ減量実践活動ネットワーク（愛称：さっぽろスリムネット）」の令和4年

度の活動内容をご紹介します。

さっぽろスリムネット令和４年度（2022年度）活動報告

第15回さっぽろスリムネットフォーラム

ゲームでエコを学ぼう！ 食品ロス削減講座

「ごみをへらそう！」をテーマに市内の小学校に通う児

童からポスター作品を募集。寄せられた296作品からス

リムネット運営委員による審査で入賞15作品を決定し、

ホームページで発表しました。作品制作を通じて子ども

達のごみ減量への理解が深まり、ごみの少ない未来へと

繋がっていくことが期待されます。

令和5年4月

ゲームや模擬体験をしながら、ごみの問題や減量方法に

ついて、楽しく学べる講師派遣型の「環境教育出張講座」

は、コロナ禍の影響を受け、実施5回（計183名の参加）

でした。エコイベントへの出展は、予定イベントが無事に

開催されたことから、コロナ対策を取りながら実施し、計

17回（759名）となりました。

「食べる、知る、応援する、で食品ロス削減」をキーワード

に、消費者、行政、企業が連携して取り組んでいくことが

必要です。今年度は、３つの講座「”いつも”のついでに

ローリングストック」、「畑の”ふぞろい”を楽しもう」、「”

おいしく食べ切り”していますか？」を開催し、計58名が

参加しました。（令和4年10月開催）

さっぽろスリムネット３Ｒパートナー登録制度の開始

さっぽろスリムネットでは、自らごみ減量活動に取り組む団体等との情報共有等

を通じ、循環型社会への転換を促進していくため、令和4年4月から「さっぽろス

リムネット3Rパートナー登録制度」を開始しました。3R（リデュース・リユース・リ

サイクル）の考え方に基づいて、自らごみ減量の取組みを進める札幌市内で活動

している団体（NPO法人、ボランティア団体など）、事業活動をしている事業者が

対象です。令和４年度末時点で、６団体が登録されています。

活動報告は裏面へ続きます➡



家庭から出た生ごみを使った自家製堆肥で育てた野菜、

花、観葉植物、自慢の庭・菜園などの写真を募集しまし

た。今回も素晴らしい写真が多数寄せられ、最優秀賞１

作品、優秀賞10作品を選出。生ごみ堆肥化の取り組み

の輪を広げるため、札幌市の広報物等で活用されてい

ます。（募集期間：令和4年7月1日～10月31日）

さっぽろスリムネット 検索
さっぽろスリムネット（札幌ごみ減量実践活動ネットワーク）

（事務局：札幌市環境局環境事業部循環型社会推進課内）

生ごみ堆肥を持ち込んで、おいしい野菜をゲット！子どもごみ減量講座

海洋プラスチックごみ問題啓発動画の制作 その他の活動

元気なうちに3Rでお片づけ！セミナー自家製堆肥でガーデニング！フォトコンテスト

モノの処分には気力・体力が必要なので、ごみ減らしの

キーワード“3R”を意識しながら、心身の元気なうちに

“モノを手放すコツ”を伝えるセミナーを開催。参加者か

らは、「今日から片づけを「やってみよう！」と思いまし

た」、「講座の話を参考にして少しずつ片付けたい。」と好

評でした。計64名が参加。（令和4年7月開催）

ごみ減量を楽しく学ぶ子ども向けの講座を開催。第1回

（令和4年7月）では、ものを大切にする心を伝える絵本

「しゃもじいさん」の作者を講師に迎え、絵本朗読と不用

な布を使った指人形作り。第2回（令和5年3月）では、風

呂敷ライフプランナーを講師に迎え、不要な布を使って

風呂敷を作り、結び方を学びました。計73名が参加。

さっぽろスリムネットでは、ご家庭で「ダンボール箱」また

は「電動処理機」で作った「生ごみ堆肥」を、札幌市の協力

のもと、地区リサイクルセンター等で拠点回収しており、

令和4年度は、 1,187kgを回収しました。また、コロナ禍

で休止していた野菜（タマネギ：札幌黄）の引換券のプレ

ゼントも再開し、ご好評をいただきました。

令和2年度に作成した、海洋プラスチックごみ問題啓発

紙芝居「プラごみおばけがあらわれた！」をより多くの

方々に見ていただくため、読み聞かせ動画を作成しまし

た。エコイベント会場等で上演した他、さっぽろスリム

ネットのYouTubeチャンネルでも公開しています。再

生数は200回を超えています。

ここまで紹介した事業の他にも、集団資源回収の活性化

のため、札幌市と協力してチラシ用デザインを作成しまし

た。また、さっぽろスリムネット3Rパートナー登録団体で、

子ども服のリユースを行う団体と協力して、ゲームでエコ

を学ぼうのイベント出展会場で、家庭で着なくなった子

ども服のテスト回収を行い、約10kgが集まりました。


